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１ 
土
壌
分
析
値
の
見
方 

表
１
は
十
勝
農
協
連
か
ら
返
却
さ
れ

る
草
地
土
壌
診
断
表
で
す
。
㏗,

、
有
効
態

リ
ン
酸
、
交
換
性
カ
リ
、
交
換
性
苦
土
、

交
換
性
石
灰
な
ど
様
々
な
分
析
結
果
が

載
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
も
窒

素
、
リ
ン
酸
（
有
効
態
リ
ン
酸
）、
カ
リ

（
交
換
性
カ
リ
）
は
作
物
の
生
育
に
と
っ

て
必
要
量
が
多
く
肥
料
と
し
て
の
施
用

効
果
が
大
き
い
た
め
、「
肥
料
の
３
要
素
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
役
割
を
整
理
す
る
と
、
窒
素
は
作

物
の
生
育
と
収
量
に
最
も
影
響
し
、
牧
草

は
こ
れ
が
不
足
す
る
と
収
量
が
低
下
し
、

過
剰
時
は
倒
伏
や
嗜
好
性
の
低
下
が
お

こ
り
ま
す
。 

リ
ン
酸
は
植
物
の
呼
吸
作
用
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
伝
達
に
重
要
で
、
牧
草
の
嗜
好

性
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。 

カ
リ
は
根
茎
の
発
育
等
を
促
進
さ
せ

増
収
に
影
響
し
ま
す
。
し
か
し
、
過
剰
な

施
肥
は
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
を
抑
制
し
、
逆

に
生
育
を
阻
害
し
ま
す
。
ま
た
カ
リ
含
量

が
高
い
粗
飼
料
を
分
娩
前
２１
日
齢
程
の

牛
に
給
与
す
る
と
、
低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

ス
ラ
リ
ー
等
の
有
機
質
肥
料
を
ほ
場
に

毎
年
施
用
す
る
と
、
カ
リ
が
過
剰
に
蓄
積

す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
そ
の
養
分
量
を

把
握
し
（
注
釈
１
）、
適
切
な
化
学
肥
料

の
量
で
施
用
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
肥
料
要
素
の
有
効
性
は
土
壌
の

㏗
で
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
石
灰
濃
度

が
低
く
、
土
壌
㏗
が
低
い
場
合
は
、
牧
草

の
リ
ン
酸
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
養
分
吸

収
阻
害
が
生
じ
、
収
量
に
影
響
し
ま
す
。

土
壌
の
㏗
矯
正
は
、
草
地
更
新
の
際
に
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
（
炭
カ
ル
）
な
ど
を
施
用

す
る
こ
と
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
が
、
年
月

を
経
る
に
つ
れ
、
そ
の
濃
度
は
低
下
し
、

土
壌
㏗
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
維
持
草

地
に
お
い
て
も
、
炭
カ
ル
な
ど
の
石
灰
資

材
を
施
用
し
、
土
壌
の
酸
性
化
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。 

こ
れ
ら
の
分
析
結
果
は
、
基
準
値
内
の

項
目
は
無
色
、
基
準
よ
り
低
い
項
目
は
青

色
、
基
準
よ
り
高
い
項
目
が
赤
色
と
し
て

色
づ
け
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
簡
単

に
し
た
も
の
が
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で

あ
り
、
右
中
段
に
図
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
壌
分
析
値
を
活
用
し
て
、
ほ
場
の
ど
の

養
分
が
、
過
剰
・
適
正
・
不
足
し
て
い
る

の
か
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。 

 

２ 

土
壌
分
析
値
に
よ
る
地
域
の
実
態 

昨
年
、
十
勝
南
部
の
あ
る
地
域
の
２
１

７
地
点
の
草
地
土
壌
で
土
壌
分
析
を
行

っ
た
結
果
、
有
効
態
リ
ン
酸
過
剰
は
約
７

９
％
、
交
換
性
加
里
過
剰
は
約
７
８
％

（
表
２
）
、
交
換
性
苦
土
過
剰
は
約
６

４
％
で
し
た
。
ま
た
、
土
壌
㏗,

は
約
５

６
％
が
低
く
（
表
３
）、
交
換
性
石
灰
は

約
３
６
％
が
不
足
し
て
い
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。 

 

こ
の
傾
向
か
ら
交
換
性
加
里
と
交
換

性
苦
土
の
減
肥
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま

す
。 

 

土
壌
分
析
の
結
果
か
ら
、

必
要
な
養
分
量
に
あ
っ
た
肥

料
銘
柄
を
選
定
し
、
適
切
な

肥
料
代
で
、
粗
飼
料
確
保
と

サ
イ
レ
ー
ジ
品
質
の
両
立
を

は
か
り
ま
せ
ん
か
。 

   

 

                

       

（
注
釈
１
） 

十
勝
農
協
連
な
ど
に
依
頼
し
て
有
機

質
肥
料
の
成
分
分
析
を
お
こ
な
う
こ
と

で
詳
細
な
養
分
含
有
量
を
把
握
可
能
で

す
。
ま
た
、
乾
物
率
等
を
測
定
し
、
簡
易

に
養
分
量
を
推
定
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
（
普
及
セ
ン
タ
ー
で
も
可
能
）。 

土
壌
分
析
と
減
肥 

～
牧
草
と
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
～ 

土

壌

分

析

を

活

用

し

て 
 

 

施
肥
内
容
を
検
討
し
ま
し
ょ
う 

表１ 草地土壌診断表 

十勝農業協同組合連合会HPより     

 

 

表３ 十勝南部ある地域の草地土壌

pH 分布 (n=217) 

表２ 十勝南部ある地域の草地土壌

カリ 分布 (n=217) 


